
全てが足らない道路メンテナンス

明和町建設課

何が足らないか？

職員

建設事業者

時間

予算

どれも簡単に増やせない



時間だけは効率化により生み出します

職員

建設事業者

時間

予算

参考 道路密度：
約10.47ｋｍ/k㎡

明和町の概要

面積 41.04ｋ㎡

人口：R6年11月現在 22,696人

道路延長：約430ｋｍ
明和町
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明和町 伊勢市 松阪市 鈴鹿市

市町面積当たりの道路延長

近隣市町と比較して町面積
当たりの道路延長が長く、
道路密度が高い

明和町
10.4km/km2 三重県平均3.7km/km2

明和町



出典：国土交通省ウェブサイト（https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/ijikanri/iji_kijunan_gaiyo.pdf）より

維持管理基準（案）の概要

維持管理業務の体制

明和町建設課

限られた人員
で対応



令和4年度に調査した結果

地元建設企業向け主なアンケート結果

業務を行うにあたって
人手不足を感じますか？

人材の確保に
問題はありますか？

従業員の年代構成

• 全企業の年齢構成は50代以上が過半を占め、

• 業務において人手不感を感じる企業は10社／11社

• 人材の確保に課題を感じる企業は10社／11社

• インフラ維持管理の担い手（地元建設企業）の高齢化

• 地域の将来的な担い手の確保、育成

問題点
課題

結果

年間従事時間
の見える化

•明和町建設課職員の業務量調査の結果、通報等の対応や通報に伴う
職員自らの直営修繕等に年間約4,060時間程度従事しており、単発的
に対応する対症療法的な維持管理に相当な時間を費やしている

明和町建設課職員の業務従事時間（年間）

令和４年度に調査した結果



業務の流れ ビフォーアフター（舗装修繕の例）

行政及び施工業者の稼働を大幅削減
行政稼働：約１／３
業者稼働：約１／５

住民等

道路不具合発見
明和町建設課

②現地確認

通報 ①窓口対応

③対応検討

④材料等準備⑨業務発注

⑤直営修繕⑩契約処理

直営の場合 （計２４０分）外注の場合 （計３８５分）

⑥報告書作成

⑦通報者へ連絡

⑧決裁

⑪事前打ち合わせ

⑫工事着手

⑬現場管理

⑭完了報告

⑮請求

Before

⑯検査、支払い

写真管理、出来形管理、品質管理

１５分

１０分

６０分

３０分

６０分

５分

６０分

３０分

３０分

６０分

３０分

６０分

６０分

３０分
６０分

住民等

ＮＴＴ電話窓口

②elganaに投入

通報 ①窓口対応

③担当月の施工会社
が現地確認

④材料等準備

⑤工事着手

⑥elganaで
完了報告

⑨通報者へ連絡

明和町建設課

⑪支払い

After
道路不具合発見

⑧Elganaで確認⑧Elganaで確認

⑩月例会議で報告

写真管理のみ代表企業
（インフラネット）

関係者全員閲覧

月１回

年１回

５分

１５分

２０分

３０分

５分

５分

包括の場合 （計８０分）

NTTからの資料

出典：国土交通省ウェブサイト（https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/ijikanri/iji_kijunan_gaiyo.pdf）より

維持管理基準（案）の概要



全てが足らない道路メンテナンス

効率化により時間を生み出す

包括管理のスモールスタートを

明和町道路・公園
施設等の包括管理

他のインフラ施設
他分野への拡大

他町へ広域化
更なる包括分野
の拡大

1期

２期

３期
効率化

スモール
スタート

1期

２期

３期

スパイラル

試行導入

アップ
効率化

効率化

スモールスタート

ドラフティング（下書き）はどうする？

 執行部・議会のアプローチは

 地元建設事業者へのアプローチは

包括業務のスモールスタートに向けて



共通な社会的課題から切り込みました

 災害時の道路をどうするか

大地震時の初動訓練→道路啓開訓練

 通常時の道路をどうするか

新たな管理方法→包括管理の提案

明和町が行った取組みの紹介

建設事業者と国県市町村道の分担はどうなっているのか確認

建設事業者が担当する道路を明確にする

往路点検レベルで通行できるかを何時間後に完了するか

道路啓開訓練でのドラフティング

 現状確認

 役割分担

 目標設定



道路啓開訓練でのドラフティング

公園などの公共施設で暫定的に民間事業者を公募し、
一定期間、実際に業務を実施する取組

 地元建設事業者には

現在の発注額を地元建設事業者に再委託
する方式で、トライアルを説明

 執行部・議会には

社会的課題解決を道路啓開・道路包括
（トライアル）で説明

トライアルサウンディング


